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１．はじめに
　弊社は、平成23、24年連続して設備事故を６件（ケー
ブル損傷・切断：４、水道管破損：１、地絡：１）発生
させていました。事故発生時には、当該事故に対する
個々の再発防止策に取り組んでいるものの、新たな事故
の連鎖が止まらない状況でした。
　根本的な問題点を抽出したところ、①現場第一線の１
人ひとりまで、危機意識・安全意識・当事者意識の共有
ができていない、②組織間（本社～事務所～現場）のコ
ミュニケーションが十分機能していない、等の課題が見
えました。
　そこで、安全に対する体質の改善として「現場を中心
に、全社としての安全に関する意識改革と、それを実行・
確認する体制の整備を進める。」こととし、『プロフェッ
ショナル工事運動』と名付け、安全の取組みを全社員・
協力会社をあげて展開を進め、平成26年度で３年目と
なりました。
　弊社での安全の強化策の取組みについて、一部ご紹介
します。

２．現場第一線の１人ひとりの安全に
対する意識と行動の変革

⑴　現場第一線への安全意識・当事者意識の浸透
　①�　経営TOPによる各工事事務所での安全集会を開

四国通建株式会社

事故削減に向けて私たちが取り組んだ
施策について

催し、協力会社および社員に対し、安全に取り組む
姿勢および安全作業の徹底を指示（写真１）

　　・社長による作業者への労いと安全作業の徹底講話
　　・�過去の事故内容の周知と安全作業の徹底を全員で

誓う
　　・「０災」唱和による、事故撲滅への新たな誓い

　　【参加状況】
� 　　　　　　　　　　24年　　　　25年　　　　26年
� 参加事務所：７事業所　　17事務所　　17事業所
� 参加者数　：　1033名　　 �1055名　　　1257名
　②�　「緊急事態リボン」を作成し、全従業員に配布し、
安全意識の向上を図る

　③�　役職者による各現場事務所の朝礼参加および工事
出発前の工事車両の見送り

　④　班長等を対象とした危機管理研修の実施

⑵�　安全への取組みおよび危機意識を共有するための
「スローガン」等の導入

　お客様から安心して仕事を任せていただける工事を行
うため、通信設備工事のプロフェッショナルとして、原
点に立ち返り、安全と品質の責任を再認識することを実
施する。
　①�　安全への取組み意識を共有するためのスローガン
を導入

写真１　安全集会

○

私たちは、通信設備工事のプロとして、
安全と品質に責任を持った工事を行います。

四国通建株式会社

○ ○○○

○やるべきことは、キッチリやる。

○やってはいけないことは、絶対にしない。

○迷ったときは、工事を止める。
○ ○○○

３つの
誓い

図１　スローガン
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　　「プロフェッショナル工事運動」
　　�　私たちは、通信設備工事のプロとして、安全と品
質に責任を持った工事を行います（図１）。

　　○やるべきことは、キッチリやる。
　　　�工事手順・工事規格の遵守、安全確認・確保を徹底する。

　　○やってはいけないことは、絶対にしない。
　　　近道行動、指示なし工事は絶対にしない。

　　○迷ったときは、工事を止める。
　　　�勝手な判断はせず、迷ったときは工事を止めて再確認する。

　②　プロフェッショナル工事運動キックオフ
　　�　幹部社員全員が工事事務所に出向いて、新しい取
組み内容を現場作業員に直接訴えることにより作業
員への危機管理の浸透と、取組みをスムーズに進め
る（写真２）。

⑶�　コミュニケーションの強化（本社～現場、班長～作
業者）

　①　管理者等による班長との対話
　　�　工事現場におけるKY活動については、「安全施工
サイクル指示書」により規定し、ほぼ全工事で実施
され、施策としては定着しつつある。

　　�　ただ、危険予知の範囲が不十分であったり、実施
自体が形骸化している懸念もあることから、班長が
行ったＮ－KYを基に、管理者（「KYT実践フェロー
（伝道者）」）による班長との対話を実施し、「KY活
動の活性化と班長マネージメントの向上」を図る。

　②�　２Wayコミュニケーション研修の実施
　　　当社事故について要因の分析を行った結果、
　　　◆�班長が作業者に、当日作業の資料説明が作業者

に上手く伝わらなかった。
　　　◆�２人作業で、MH内で切替作業を終了後、１人

の作業員が、単独作業で誤って切替予定の光
ケーブルを切断した。

　　　　�等の、作業者間の、情報伝達の不具合が、事故
の起因とするケースが存在した。

　通信設備工事を進めるに当たり、指示者（工事長・班
長・統制者）と作業者（実施者）の命令内容等を２Way
（双方向）により確実に実施することで、情報伝達の不
備に起因する人為設備事故の発生を防ぐため、２Wayコ
ミュニケーション手法の習得を行うこととする（図２）。

（会議室）

Ｄ （作業者）

Ｂ （局内班）Ａ （統制者）

（ﾂｰﾙ）

Ｃ （作業者）

○ Ａ（統制者）→Ｂ（局内班）へ
業務用携帯で作業内容を伝達

○ Ｂ（局内班）→Ｃ、Ｄ（作業者）へ
作業内容を伝達

○ Ｃ、Ｄ（作業者）
正確に作業を実施

（休憩室等）
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（ﾂｰﾙ）

作業
内容
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① 統制者から伝達者に対して電話により作業指示を出す。
② 伝達者は統制者からの指示内容を確認する。
③ 伝達者は作業指示を口頭で作業者へ伝える。
④ 作業者は伝達者から聞いた内容の確認をする。
⑤ 作業者は作業指示の内容の作業を実施する。
⑥ 統制者の作業内容と作業者の作業用紙を突合確認する。

作業
内容

演習の実施イメージ

作業用紙

≪伝達ルール≫
◆背中を向けて
電話を受ける

図２　2Way研修写真２　キックオフ

西長戸事務所

NTT西日本　田中設備部長による激励の挨拶

西条工事事務所

宇佐美部長による施策の趣旨説明
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３．現場が変わったことが確認でき�
継続できる施策の策定

元請会社と協力会社の責任分担の厳格な運用
　①�　安全パトロール時の不安全行動に対しペナルティ
の厳格化（図３）

　　�　現場作業者の重複違反者および死亡事故に直結す
る不安全行動者には、厳罰の適用を実施

　②�　協力会社の優秀班に対してインセンティブを付与
　　�　協力会社施工班に対するペナルティの厳格化の実
施に合わせ、優良工事施工班に対してインセンティ
ブ付与を行う。評価期間は、四半期を単位として実
施する（図４）。

○ インセンティブは、業務内容の違いから、ユーザ班とアクセス班
に分け、それぞれに付与条件を設定する。（右表参照）

○ 評価期間は四半期単位とし、各工事事務所で評価する。
評価するためのデータは各部から収集・評価を行い、各事務所は
インセンティブ推薦調書により本社アクセス部へ推薦する。

○ 本社アクセス部は、工事事務所からの推薦を基に、表彰班を決定
し、決定結果と合わせて報奨品を工事事務所へ送付する。

○ 具体的な報奨品は、当面、以下の通りとする。
アクセス班：クオカード２枚（￥2.000）
ユーザ班 ：クオカード１枚（￥1.000）
注：インセンティブは施工班に対して実施(人数は考慮しない)

○ 報奨品は、安全朝礼時に、「優良工事施工班表彰」として、工事
長等から当該班長に対して手渡す。

インセンティブ施策の実施要領

図４　インセンティブ施策
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図５　安全キーワード正答率の状況

安全パトロールによる不安全行動に伴うペナルティに
ついては、「協力会社賞罰規程」に基づき、厳格に運用
する。

○ 同一班による累積点が「２０点」になった時点で、
イエローカード発行

○ イエローカード発行後、１ヶ月以内に専任者から
指摘を受けた場合 ⇒ 始末書・再教育・レッド
カード発行

○ 再教育実施後、１年以内に安全専任者から指摘を
受けた場合 ⇒ 違約金

○ 重点項目（２０点）を違反し、１ヶ月以内に同一
の違反を受けた場合 ⇒ 違約金

ペナルティの厳格化施策の概要

①

③

⑤

⑩

⑳

+ 注意書

又やった！

◆違約金

◆再教育

イエローカード レッドカード

安パト点検
指導票

安パト点検
指導票

安全専任者
会議で評価
（毎月開催）

各
施
工
部

工
事
長

施
工
班

通知 通知
カード
手交

図３　ペナルティ厳格化施策

４．現場第一線が変革したこと、�
安全意識定着の確認

⑴�　現場第一線の社員に対し、作業指示および手順等が
現場でキチンと守られているかの検証を行うために、
安全キーワードの導入（図５）。

⑵�　作業者に対する「安全意識アンケート」の定期実施
による定着度合いの確認。
　�　現場作業において、定期的な「安全に関するアン
ケート（意識調査）」を実施し、安全意識の定着度合
いを確認する（図６）。
　＜安全意識アンケートの実施要領＞
　　○�対象者は、アクセス部およびネットワーク部の現

場作業に従事する者を対象
　　○３カ月に１回程度実施
　　○�アンケート内容から、現場に対する安全意識の浸

透度合いを評価
⑶�　作業者に対する小テストの定期実施による安全およ
び品質の基本知識の定着。
　�　現場作業において必要な安全知識を理解・定着させ
るとともに、現場作業での緊張感を持続させるため、
定期的な「安全・品質小テスト」を実施し、実施結果
を時間軸で評価する（図７）。
　＜安全・品質小テストの実施要領＞
　　○�対象者は、当面、アクセス工事において、現場作

業に従事する者を対象
　　○�テスト問題は、安全の鉄則および工事規格書等か

ら抽出し、10問程度を数パターン作成
　　○業務別に、接続班、外線班、ユーザ班別に実施
　　○�テスト結果から、現場に対する安全知識の浸透度
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合いを評価

５．おわりに
　災害は「“ゼロ”にはならないが、コントロールする
ことにより減少させることが出来る。」と言われていま
す。私達は、プロフェッショナル工事運動の
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比率の累計

第１回 点数分布

実施
者数

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 平均点

合計

外線班 205 44 67 54 27 12 1 0 0 0 0 0 8.5

接続班 106 24 34 21 12 4 9 1 1 0 0 0 8.2

ユーザ班 192 9 50 53 50 17 9 2 2 0 0 0 7.7

デスク等 114 49 37 20 6 2 0 0 0 0 0 0 9.1

合計 617 126 188 148 95 35 19 3 3 0 0 0 8.3

分布率

外線班 100% 21% 33% 26% 13% 6% 0% 0% 0% 0% 0% 0% －

接続班 100% 23% 32% 20% 11% 4% 8% 1% 1% 0% 0% 0% －

ユーザ班 100% 5% 26% 28% 26% 9% 5% 1% 1% 0% 0% 0% －

デスク等 100% 43% 32% 18% 5% 2% 0% 0% 0% 0% 0% 0% －

合計 100% 20% 30% 24% 15% 6% 3% 0% 0% 0% 0% 0% －

小テスト実施者

○社員及び協力会社社員
計６１７名が実施

○平均点：８．３点
○７点以上：９０％
○５点以下：２５人（４％）

第１回小テスト実施結果

小テスト点数分布

205

106
192

114

外線班
接続班
ユーザ班
デスク等

図７　安全・品質小テストの実施状況
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最近、直営社員は上司から、協力会社の方は自社の社長や責任者の方から、安全や事故に関して指導や注意をされたことがありますか。
３回目：安全や事故に関する指導や注意の話を聞いたことがありますか。

あなたは、最近、安全に関して近道行動（手抜き的行為）や不安全な作業をしたことがありますか。

コメント

○１～２回目の質問が、本人
に対する注意とも取れるた
め、３回目で質問の内容を変
更した。

○過半数が、上司や協力会社
の責任者から安全に関する話
を聞いている。

コメント

○近道行動や不安全行動の実
施比率は、全部門の直営、協
力会社とも減少した。

○しかし、まだ７～８％の作
業者が実施している。

特に、ＮＷ社員とアクセス
の協力会社の比率が高い。
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図６　アンケート結果

　【３つの誓い】
　　○やるべきことは、キッチリやる。
　　○やってはいけないことは、絶対にしない。
　　○迷った時は、工事を止める。
　を基本として、各施策を地道に根気よく取り組むこと
により、“災害ゼロ”と“明るい職場”の構築を目指し
て頑張る決意です。

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月取 組 み 項 目

Ⅰ.安全ｷｰﾜｰﾄﾞの取組み

Ⅱ.指差し呼称ｺﾝﾃｽﾄ

Ⅲ.安全唱和シート

Ⅳ.月間強化の取組み

Ⅴ.作業の振り返り

Ⅵ.その他(1)
(若手社員のﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ)

Ⅵ.その他(２)
(班長作業の目線合せ))

Ⅰ.基本動作の徹底
の取組み

Ⅱ.施工前準備の充実

Ⅲ.正しい運用の定着 ☆安全パトロールの強化(安全PT勉強会の参加・NTT様合同PTの実施)
☆危機管理の定着（勉強会）と故障発生時の迅速なエスカレーション

☆ＫＹＴﾄﾚｰﾆﾝｸﾞの充実、作業前Ｎ－ＫＹの実施
☆工事に必要な工具・器具の配備と定期点検の充実

☆作業工程毎の基本動作、不安全行動の勉強会の実施

☆作業班(NW:交換、IP、ﾘﾝｸ、電力）による作業内容(手順)の目線を確認
☆作業内容を確認し、疑問点は、手順書等を変更し対応→作業班の勉強会

節目研修
(AC直営)
(5年社員)

☆安全ｷｰﾜｰﾄﾞ内容の変更(例：整理整頓、清掃、指差し呼称、KY実施等)
・周知内容の聞き取り⇒ｷｰﾜｰﾄﾞ内容に沿った作業内容を重点的に確認

節目研修
(AC直営)
(3年社員)

☆過去の事故事例について「短く」、「聴き取り易い」記載内容に変更
☆工事事務所の作業に見合った「安全唱和」の実施

安全強化期間
取組みに連動

器具
工具
点検

指差

呼称

指差呼称
N-KY

転落防止

☆危険工程作業に関連した業務を重点に実施(ＮＷ部門)

工事班
の選出

工事班
の審査

工事班
の表彰

安全強化期間
取組みに連動

器具
工具
点検

工事班
の選出

工事班
の審査

工事班
の表彰
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表　平成26年度の具体的な取組みスケジュール


